
文化財

大洲城　高
こう

欄
らん

櫓
やぐら

国指定重要文化財（建造物）
大洲市所有

　高欄櫓は、大洲城内に現存する４櫓のうちの一つ
で、渡櫓で天守に連結されている櫓です。創建さ
れた年代は不明ですが、絵図から江戸前期頃には
すでに建築されていたことが分かります。現在の
櫓は安政４年（1857）の大地震により大破したため、
江戸末期の文久元年（1861）に再建されたものです。
　この櫓の最大の特徴は、２階に窓の外へ出るた
めの廻

まわり

縁
えん

が設けられ、そこに本櫓の名前の由来に
もなっている高欄と呼ばれる手摺が付けられてい
る点です。高欄は天守につけられるのが普通で、
櫓に設置された例は珍しく、天守に次ぐ高い格式
を備えた櫓と考えられます。
　このような高欄を付した櫓は、全国でも現存し
ているのは熊本城宇土櫓と本櫓のみです。
� （昭和32年 6 月18日指定）

シリーズ

　

弊
社
は
、
大
正
８
年
に
創
業
し
、
現

在
は
主
力
で
あ
る
大
洲
本
社
、
建
材
部 

を
は
じ
め
、
緑
化
部
、
県
内
２
支
店
１

営
業
所
、
１
関
連
会
社
の
体
制
を
組
織

し
て
い
て
、
68
人
の
従
業
員
が
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

創
業
以
来
、
木
材
市
売
り
事
業
を
営

ん
で
き
ま
し
た
が
、昭
和
49
年
に
建
材
・

住
宅
設
備
機
器
の
販
売
を
開
始
、
昭
和

59
年
に
は
松
山
支
店
を
、
平
成
20
年
に

は
新
居
浜
支
店
を
開
設
し
、
事
業
の
拡

大
・
拡
充
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

住
宅
設
備
機
器
に
関
し
て
は
、
シ
ス

テ
ム
キ
ッ
チ
ン
な
ど
の
水
回
り
製
品
の

ほ
か
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
な
ど
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
お
客

様
に
き
め
細
や
か
で
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト

を
実
現
す
る
た
め
、
住
宅
瑕か

疵し

担
保
責

任
保
険
な
ど
も
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

伊
予
木
材
株
式
会
社

～
仕
事
に
喜
び
を　

お
客
様
に
満
足
を
～

▽
所
在
地　

大
洲
市
徳
森
１
４
１
６

▽
電　

話　

㉕
４
４
１
１

野　鳥

コチドリ（小千鳥）
チドリ目　チドリ科
大きさ16㎝

　春になると、ゆるい流れの川岸や、田んぼの水た
まりにやって来るチドリの仲間です。スズメより少
し大きく、目の周りの黄色いアイリングが可愛い
鳥で、「ピォ、ピォ」「ピピピピピュー」と鳴きます。
チドリの仲間は歩いては止まり、止まっては歩き
ながら餌を捕るのが特徴で、そういった仕草が「千
鳥足」の語源になったようです。政治の世界では、
TPPの国際参加の舵取りが問題となっていますが、
農地を耕すことをやめてしまえば国土は荒れ果て、
農業経営者はもちろん、それに関わる仕事をして
いる人たちや、里山の環境をうまく利用している
野生生物も重大な影響を受けることになり、先行
きが気になるところです。

ＮＰＯ法人かわうそ復活プロジェクト㋟

がんばる大洲企業

　

弊
社
の
主
要
事
業
で
あ
る
住
宅
市
場

は
、
新
規
着
工
戸
数
が
横
ば
い
で
、
低

水
準
が
続
い
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

住
宅
を
ト
ー
タ
ル
に
考
え
る
と
い
う
、

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
経
営
戦
力
が

必
要
で
す
。

　

例
え
ば
、
建
築
士
の
資
格
を
取
得
す

る
こ
と
で
社
員
の
レ
ベ
ル
の
向
上
を
図

り
、
お
客
様
に
質
の
高
い
情
報
を
提
案

す
る
な
ど
、
安
全
で
快
適
な
住
ま
い
づ

く
り
に
役
立
つ
こ
と
が
大
き
な
使
命
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
は
、﹁
仕
事
に
喜
び
を　

お
客

様
に
満
足
を
﹂
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
地
域

で
一
番
の
住
宅
資
材
総
合
供
給
会
社
を

目
指
す
と
と
も
に
、
先
義
後
利
︵
な
す

べ
き
こ
と
を
先
に
行
い
、
利
益
は
後
か

ら
つ
い
て
く
る 

の
意
味
︶
と
信
用
を

第
一
義
と
し
て
、
社
会
に
貢
献
し
て
い

き
ま
す
。

松山支店　倉庫

大洲本社
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大
洲
の
食
育

　

社
会
福
祉
課
で
は
、
家
庭
で
の

調
理
技
術
の
向
上
や
、
食
卓
を
囲

む
回
数
の
増
加
な
ど
、﹁
食
﹂
に

対
し
て
の
意
識
を
高
め
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
に
、
保
育
所
給
食
の

レ
シ
ピ
集
を
作
成
し
、
保
育
所
園

児
の
入
所
世
帯
に
配
布
し
ま
し

た
。

　

今
回
は
、
大
洲
市
の
保
育
所
給

食
担
当
者
が
中
心
と
な
り
、
大
洲

市
で
生
産
さ
れ
る
白
菜
・
カ
ボ
チ

ャ
・
シ
イ
タ
ケ
・
ヒ
ジ
キ
・
里
芋
・

ち
り
め
ん
の
６
品
を
、
保
育
所
バ

ー
ジ
ョ
ン
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
レ
シ

ピ
集
で
す
。
保
育
所
で
も
﹁
お
い

し
い
﹂
と
評
判
で
す
。

　

ご
家
庭
で
も
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

平
成
24
年
度
大
洲
市
保
育
所
給
食
レ
シ
ピ
集

「
い
た
だ
き
ま
す
！
」
発
刊

　
　

～
大
洲
で
と
れ
た
農
林
水
産
物
を
使
っ
て
、

安
心
・
安
全
な
料
理
を
作
っ
て
食
べ
ま
し
ょ
う
～

★

★

おおずの女性 ～輝いて今～

ふれあいを通しての婦人会活動　～大洲市連合婦人会大会～
　大洲市連合婦人会大会が３月１日㈮、肱南公民館
大ホールで開催されました。
　開会式で三好康

やす

子
こ

会長は「東北大震災後、地域の
絆が見直されていますが、地域を一番知っている団
体は婦人会であり、日頃から私たちが地域に密着し
て活動することで、その絆を深めていると自負して
います。今年も地域と絆を深めながら活動していき
ます」と話されました。

　大会では、南久米婦人会と大成婦人会の研究発表
が行われ、南久米婦人会の玉木妙

たえ

子
こ

会長が地域の人
との交流を軸に実践例の発表を行いました。また、
大成婦人会の河内ハルヱ会長は、人権学習の取り組
みについて発表しました。
　その後、家庭教育支援を行っている「大洲子育て
サポートそよ風」の指導の下、参加者全員がグルー
プに分かれ、良き聞き手となるための体験学習を行
いました。会場は時折笑い声も上がり、終始和やか
な雰囲気に包まれていました。

里芋のカレー餃子

白菜とウィンナーのカレー煮込み

ヒジキと大豆のかき揚げ

【
料
理
の
一
例
】
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お し ら せ

教　育　費

▽喜多小学校屋内運動場の耐震化を図ります。
� （１億5, 840万円）
▽�小中学校に扇風機を設置するほか、校舎の改
修を行います。� （6, 060万円）
▽�小学校の統廃合に伴い、メンタルサポーター
を配置します。� （240万円）
▽平野公民館平地上分館を建設します。
� （5, 247万円）

農林水産業費

▽イノシシなどの有害鳥獣対策を支援します。　
� （2, 734万円）
▽�人・農地プランを策定した地域の中心経営体を
支援します。� （568万円）
▽「沢わさび」の栽培実証試験を行います。　　
� （181万円）
▽地産多消を推進します。� （150万円）

土　木　費

▽市道の新設や維持修繕を行います。
� （ 7 億8, 820万円）
▽治水対策のため、調査や工事を行います。
� （3, 285万円）
▽�肱川橋周辺のまちづくり推進事業を助成しま
す。� （162万円）
▽市内公園の維持管理、改修工事を行います。
� （ 2 億6, 708万円）

消　防　費

▽消防団活動や設備の維持管理費です。
� （7, 481万円）
▽防災行政無線などの整備事業を行います。
� （ 4億44万円）
▽�地域防災計画の改定や衛星携帯電話設備の整
備などを行います。� （5， 707万円）

平成25年度の予算規模

区　　　　分 当初予算 対前年比

一　　般　　会　　計 243億1,000万円 △2.4％

特
　
別
　
会
　
計

国 民 健 康 保 険 64億7,407万円 5.6　

国 民 健 康 保 険 診 療 所 9,363万円 2.0　

後 期 高 齢 者 医 療 6 億22万円 1.2　

介護
保険

介 護 保 険 勘 定 45億136万円 3.5　

介護サービス勘定 3,694万円 1.0　

簡 易 水 道 事 業 2 億7,396万円 1.0　

港 湾 施 設 事 業 1,046万円 △29.0　

土 地 取 得 造 成 1 億6,025万円 △1.6　

土 地 区 画 整 理 事 業 1 億3,037万円 166.7　

住宅新築資金等貸付事業 1,057万円 △9.1　

農 業 集 落 排 水 事 業 3,027万円 8.8　

公 共 下 水 道 事 業 8 億6,132万円 12.4　

駐 車 場 事 業 2,217万円 △3.8　

温 泉 事 業 1,240万円 39.1　

商 業 集 積 施 設 管 理 318万円 0.0　

小　　　　　計 132億2,117万円 5.4　

企 

業 

会 

計

水 道 15億7,516万円 △8.8　

工 業 用 水 道 7,173万円 △5.5　

病 院 41億9,205万円 7.5　

小　　　　　計 58億3,894万円 2.4　

合　　　　　　　計 433億7,011万円 0.5　
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Information

平成25年度　一般会計当初予算・主要施策
　「元気で魅力あるまちづくり」のために、歴史・文化・
自然・特産品など魅力ある地域資源を生かして、地域
の活性化につながる施策を行います。

 

総　務　費

▽�がんばるひとを応援します。
� （2, 500万円）
▽�小学校統廃合後の地域振興
を補助します。� （1, 700万円）
▽�庁舎別館の改築や、庁舎のＬＥＤ化などを推
進します。� （ 3 億239万円）

民　生　費

▽�ファミリーサポートセンターを開設し、子育
てを支援します。� （242万円）
▽市内保育所の運営経費です。
� （ 9 億3, 702万円）
▽放課後児童クラブの運営経費です。
� （4, 696万円）
▽市内養護老人ホームの運営経費です。
� （ 3 億 8 万円）

衛　生　費

▽救急医療体制を支援します。� （4, 522万円）
▽住宅用太陽光発電システム設置を助成します。
� （1, 200万円）

商　工　費

▽�市内の農産物の加工食品を、大洲ええモンセレク
ションとしてブランド化します。� （456万円）
▽�新たな特産品を開発するため、O級ご当地グ
ルメコンテストを開催します。� （500万円）
▽�市内観光施設の管理と、２か国語表示の観光
案内サインの設置を行います。�（2, 320万円）
▽�観光客の集客を図るため、カヌー体験などの
修学旅行商品を開発します。� （107万円）

歳
  入

歳　　入
249億円
（100％）

地方交付税
107億1,822万円
（43.0％）

地方交付税
106億6,682万円
（43.9％）

市税
40億8,087万円
（16.4％）

市税
41億6,913万円
（17.2％）

市債
36億232万円
（14.5％）

市債
30億5,822万円
（12.6％）

国庫支出金
20億7,183万円
（8.3％）

国庫支出金
19億5,428万円
（8.0％）

県支出金
13億1,185万円
（5.3％）

県支出金
13億7,905万円
（5.7％）

繰入金
4,104万円
（0.2％）

繰入金
3,484万円
（0.1％）

繰越金
8億円
（3.2％）

繰越金
8億円
（3.3％）

その他
22億7,387万円
（9.1％）

その他
22億4,766万円
（9.2％）

民生費
74億719万円
（30.5％）

公債費
33億7,196万円
（13.9％）

土木費
22億6,744万円
（9.3％）

総務費
32億3,710万円
（13.3％）

教育費
24億6,224万円
（10.1％）

農林水産業費
8億9,824万円
（3.7％）

その他
8億2,089万円
（3.4％）

消防費
14億9,754万円
（6.2％）

衛生費
23億4,740万円
（9.6％）

歳　　出
249億円
（100％）

一般会計の構成

歳　入
243億1,000万円
（100％）

歳　出
243億1,000万円
（100％）
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